
 
 
 

０３年１２月３日（社）日本自動車工業会 

自動車リサイクルシステムの構築等の準備状況について 
  

１． 自動車リサイクルシステム構築の体制 
 

（１）自工会は、ﾘｻｲｸﾙ担当の環境委員会と電子情報委員会等の、システム開発の専門組織との連携強化を 

   図りつつ、約１５０名からなるプロジェクト体制で自動車リサイクルシステムを構築中。また、日本自動車 

輸入組合も自工会プロジェクト体制に参画する等、協同で取組み中。 

（２）円滑なシステム運用のため、（財）自動車ﾘｻｲｸﾙ促進センターは、システムの設計・開発等の早い 

 段階から参画中。 

（３）一方、各ﾒｰｶｰ等の社内ｼｽﾃﾑ構築についても大変重要であり、自工会プロジェクトと連携し取組み中。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２． 自動車リサイクルシステム構築の全体スケジュール   
 
（１）０２年１０月に情報システムの概念設計を開始し０３年１０月末に終了。現在、業務要件の仕様凍結を行い

順次ｼｽﾃﾑの詳細設計・開発を実施中。 

またﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ等ﾊｰﾄﾞｳｪｱ等）及びｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ（ｺｰﾙｾﾝﾀｰ・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）の設置について

も並行して取組み中。（ｼｽﾃﾑ構成等は別添１、２参照） 
ｺｰﾙｾﾝﾀｰ機能の一部は、０４年３～４月に立ち上げる予定。 

（２）円滑な立ち上げのため、施行半年以上前の０４年５月頃には接続ﾃｽﾄ等のﾃｽﾄﾗﾝをｽﾀｰﾄさせる予定。 

また、国交省、軽検協より自検協、全軽経由で既販車データを入手することについては、予定通り０４年５

月に開始することが極めて重要。 
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３． 関係事業者説明会 （詳細については、（財）自動車ﾘｻｲｸﾙ促進ｾﾝﾀｰ、関係省庁・団体と調整中） 

（１）目 的 
自動車リサイクルシステムの円滑な立ち上げのため、（財）自動車リサイクル促進ｾﾝﾀｰ及び関係 
団体等と協力して関連事業者（新車販売・中古車販売・整備・解体・シュレッダー等の事業者）への 
実務等の詳細な説明会を実施し、早い段階におけるシステムへの参加登録及び運用の習熟等を図る。 
 

（２）実施案 
説明会は、04 年４～６月開催の各関連事業者向け説明会を基本に、特に事前の個別契約／調整等 
必要な「シュレッダー事業者向け関連」「ﾘｻｲｸﾙ料金等徴収関連」について、前出しして開催する予定。

なお、解体事業者向けエアバッグﾞ類の適正処理講習会については現在、全国都道府県において開催中。 
また、移動報告等の習熟については、04 年後半から実施出来るよう準備中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、自動車の所有者・ユーザーへの理解活動については、（財）自動車ﾘｻｲｸﾙ促進ｾﾝﾀｰ、関係省庁・団体と 

連携を図るとともに、来年度から各種メディア媒体を活用した活動を展開すべく、詳細を現在検討中。 

 

 

 

 

以上 

 
エアバッグ類適正処理

講習会 

ｼｭﾚｯﾀﾞｰ事業者向け 

説明会 

ﾘｻｲｸﾙ料金等徴収 

事業者向け説明会 

各関連事業者向けの 

実務運用の詳細に関す

る説明会 

開催 

時期 

（予定） 

０３年１０月１７日 

 ～０４年５月１４日 

（現在まで７回実施） 

０４年１～３月 ０４年２～３月 ０４年４～６月 

 

対象 

事業者 

・「解体事業者」 ・「破砕業者」に該当す

る、「ﾌﾟﾚｽ等事業者」

「ｼｭﾚｯﾀﾞｰ事業者」 

             

 

（想定参加者数） 

     約１，２００人 

・ﾘｻｲｸﾙ料金等徴収に

関連する新車販売業

者及び指定整備業者 
 

 

（想定参加者数） 

       ２～３万人 

・「引取業者」「フロン類回

収業者」「解体業者」に

該当する、「新車販

売・中古車販売・整備・

解体事業者」 
（想定参加者数） 

       ８～１０万人

 

開催 

場所等 

・全国４７会場 ・全国８会場を想定 

 

（ブロック別に開催） 

・全国約６０会場程度 

 を想定 

（北海道・主要都市では

複数回開催を想定） 

・全国約６０会場程度 

 を想定 

（北海道・主要都市では

複数回開催を想定） 

開催 

周知 

方法 

 

・関係団体からの展開 

・業界紙への開催案内 

   

 

・現在、関係省庁及び関係団体と調整中。 



参考：自動車リサイクルの体制(概念図）
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指定法人）資金管理法人※
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中古車購入者

登録検査ｼｽﾃﾑ
(MOTAS)

軽自動車検査
ｼｽﾃﾑ 金

情報

共通引取窓口機能（調整中）

※指定３法人として(財）自動車ﾘｻｲｸﾙ促進センターが指定されている

指定法人）

リサイクル
料金 等

自動車メーカー 等

ｼｭﾚｯﾀﾞｰ業者

別添－１

＊既販車については、
継続検査時において
預託される
（当初３年間）




